
令和４年度森林環境譲与税使途に関する事項の公表（熊本県高森町）

 令和５年９月高森町議会定例会において、令和４年度高森町一般会計歳入歳出決算書が認定されましたので、森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律（平成 ３１年法律第３号）

第３４条第３項により公表する令和３年度の森林環境譲与税の使途に関する事項は以下のとおりです。

林地台帳情報更新委託料 2,354 2,354 地籍調査登記に伴う林地台帳追加業務、意向調査結果管理レイア追加業務
意向調査、森林整備の準

備作業

林地台帳タブレット保守料 127 127 GPS搭載タブレット端末導入による保守料
意向調査、森林整備の準

備作業

林地台帳ソフト使用料 228 228 林地台帳のソフト使用料及びソフト保守料
意向調査、森林整備の準

備作業

林地台帳タブレットリース

料
95 95 GPS搭載タブレット端末導入によるリース料

意向調査、森林整備の準

備作業

高森町森林集約化業務委託

料
6,000 6,000

森林簿データの修正・経営計画突合、意向調査書類の発送、回収、問い合わせ対

応、意向調査及び森林管理制度に係る説明会の開催、意向調査結果報告書の作成

意向調査、集積計画等作

成

高森町森の魅力向上事業 18,275 18,275 国庫補助の対象とならない、間伐、枝打、鳥獣害被害対策、林道修理に対して補助 私有林整備

林道阿蘇東部線除草作業業

務委託
608 608

阿蘇東部線については、梅雨期を抜けると木材運搬車の通行や林業作業の妨げとな

るため除草作業を実施

林道・林業専用道の整備

等

林道化粧田線舗装原材料費 739 739 町管理林道の舗装を近隣住民にて行う際の原材料支給
林道・林業専用道の整備

等

林道阿蘇東部線舗装補修 523 523 林道阿蘇東部線の起点部分が経年劣化により、沈下しているため舗装修繕を実施
林道・林業専用道の整備

等

林道越敷線横断暗渠修繕 63 63
林道越敷線を横断する暗渠2か所について長年の土砂堆積により暗渠が詰まって機能

しておらず、隣接する山林へ流入しているため、堆積土砂の浚渫を実施
 林道・林専道の整備等

林道阿蘇東部線景観向上対

策業務委託
4,890 4,890

林道阿蘇東部線の法面に自生する雑木が成長し、日照不足等により、人工林の成育

に悪影響を与えている他、木材運搬車の通行の妨げとなっているため、支障木の撤

去

 林道・林専道の整備等

林道鍋の平線道路舗装整備

測量設計業務委託
6,710 6,710

起点から330ｍの舗装整備に伴う、測量設計業務。林道鍋の平線では、経年劣化によ

るクラック、舗装継ぎ目段差で作業や通行に支障をきたしているため、舗装整備を

行い、作業・通行の安全を確保

 林道・林専道の整備等

林道鍋の平線道路舗装整備

工事
13,784 13,784

起点から331ｍの舗装整備。A＝1750㎥。林道鍋の平線では、経年劣化によるクラッ

ク、舗装継ぎ目段差で作業や通行に支障をきたしているため、舗装整備を行い、作

業・通行の安全を確保

 林道・林専道の整備等

阿蘇地域林業担い手対策協

議会負担金
1,162 1,162

林業の担い手確保のための情報発信、技術向上等、阿蘇地域管内の市町村及び林業

事業体で構成される協議会への負担金
担い手確保

事業名
事業総額

（千円）
事業内容 事業区分うち令和4年度の森

林環境譲与税（千

円）

うち基金取崩額（千

円）

うち他の財源（千

円）



会計年度報酬 1,902 1,902 林地台帳の整備、阿蘇南郷檜ブランド化推進協議会の運営
木材・林業・木材普及活

動等

会計年度期末手当 376 376 〃
木材・林業・木材普及活

動等

会計年度共済費 467 467 〃
木材・林業・木材普及活

動等

会計年度費用弁償 50 50 〃
木材・林業・木材普及活

動等

阿蘇南郷檜ブランド化推進

協議会負担金
1,594 1,594

地域の優良品種「ナンゴウヒ」の需要拡大への取り組みを通じ、地域に収益を還元

し、森林整備を促進するため阿蘇地域や上益城地域の市町村及び森林所有者で構成

される協議会への負担金

木材・林業・木材普及活

動等

高森町森林環境譲与税基金

積立
5,435 5,435 来年度以降に行う森林整備等の取り組みに充てるため、残余額を積立 基金積立

合計額 65,382 65,382

森林環境譲与税導入の効果

・税活用により、意向調査及び現地調査を実施することで、森林整備が活性化している。

・南郷檜のブランド化により、森林整備（枝打4.97haや木材出荷46㎥）と木材利用の取り組みをＰＲすることができた。

・本町では、通常の事業では整備の要件を満たすことができず、施業の実施に至らなかった山林が多いことから、積極的に税を活用し、森林整備を実行することとしている。


